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トランジション期における西部ガスグループの取り組み

2023年8月30日

西部ガス㈱

第２９回福岡県地域エネルギー政策研究会
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日本ガス協会 カーボンニュートラルチャレンジ2050 1

出典：日本ガス協会 カーボンニュートラルチャレンジ2050 資料

 ガス業界においては「2050年のガスのカーボニュートラル化」への挑戦を2020年11月に
宣言し、トランジション期における取り組みの方針として、①天然ガスシフト、②ガス
自体の脱炭素化、③CCUSや海外貢献等を掲げています。

 さらに、2050年に向けて、メタネーションや水素の直接利用等、脱炭素化に向けた複数
の手段を活用し、次世代の熱エネルギーを供給する産業として、ガスのカーボンニュー
トラル化の実現を目指しています。



© Saibu Gas Holdings Co., Ltd. ALL Rights Reserved

西部ガスグループのカーボニュートラルの取り組み 2

2021年 2022年 2023年

【カーボンニュートラル2050】

・カーボンニュートラル宣言
・取り組みの方向性提示
・2030年時の数値目標

【CNアクションプラン】

・具体的な行動計画
・取組みのロードマップ
・数値目標の内訳

【サステナビリティレポート】

・マテリアリティ行動計画
・目標設定

【TCFD提言】

・気候変動対策
・シナリオ分析
・リスク管理

 西部ガスグループでは、2021年に「西部ガスグループ カーボンニュートラル2050」を
策定し2050年のカーボニュートラルを宣言しました。

 さらに、2022年に「カーボニュートラルアクションプラン」を策定し、具体的な取り組み
内容を定め、多方面から取り組みを推進しています。
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西部ガスグループの2030数値目標 3



© Saibu Gas Holdings Co., Ltd. ALL Rights Reserved

カーボニュートラルの取り組みの３つの柱 ４
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カーボニュートラル実現に向けたロードマップ ５



© Saibu Gas Holdings Co., Ltd. ALL Rights Reserved

カーボニュートラル実現までの取り組みイメージ

 ガスの脱炭素技術の確立・実用化までのトランジション期において、天然ガスの利用拡大
や省エネ推進を図り、社会全体のCO2排出量を削減していきます。

 そのうえで、ガス自体を脱炭素化したe-メタンや、水素、バイオガスなど新たなエネル
ギーに置き換えることで、ガスの脱炭素化を実現します。
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石油・石炭系の燃料転換
ガス省エネ機器の促進

メタネーション技術（e-methane導入）
水素・バイオガスの利活用

新技術によりガス自体
を脱炭素化
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天然ガスの利用促進 ７

 トランジション期においては、石油や石炭を利用する産業用のお客さまに対して、化石燃
料の中で最も環境負荷が低い天然ガスへの転換を推進します。

 さらに、天然ガスへの燃料転換に加えて、ガスコージェネレーションシステムを導入する
ことで、エネルギーの効率的な利用を促進します。
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高効率ガス機器の拡販による省エネルギーの推進 8

 工場やビルなど産業用、業務用のお客さまには、ガスコージェネレーションシステムを導
入を促進します。

 戸建や集合分譲、賃貸など家庭用のお客さまには、家庭用燃料電池エネファームや高効率
給湯器エコジョーズを促進します。

【ガスコージェネレーションシステム】 【家庭用燃料電池エネファーム】
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即応性の高さを利用し、不安定な再エネ電気の変動を吸収

環境性の高さから、積極的な導入を促進

ガスコジェネによるエネルギーの安定供給 9

 家庭用燃料電池やガスコージェネレーションシステムは、省エネルギーだけでなく、災害
時のエネルギーのセキュリティの向上や、再エネ電気の安定化にも寄与します。

【エネルギーセキュリティの向上】

万が一、停電になった
場合でも、ガス供給が
継続されている限り、
電力供給が可能です。

【再エネ電気の安定化】

再エネ電源 ガスコージェネレーション
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ひびき基地を拠点とした海外への事業展開 10

 国内のみならず、東南アジア諸国を中心に国外においても、天然ガスの需要は高まってい
ます。ひびきLNG基地を中心とした新たなビジネスに取り組みます。

LNG 船出荷 コンテナ出荷

新たなLNG ビジネスの取り組み

「ひびきLNG基地の特長」

 LNGの出荷機能

 アジアの需要地に近い

 豊富な実績

海外に向けた新たな事業の拡大
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ガスの脱炭素化の切り札『メタネーション』について

 メタネーションとは、水素とCO2を反応させ、天然ガスの主成分であるメタン（CH4）を
合成する技術です。

 メタネーションにより合成されるe-メタンは、都市ガス導管等の既存インフラや設備機器
を引き続き活用することができるため、コストをかけずに効率良く脱炭素化が図れる手段
として注目されています。

【メタネーションの概要】

11
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メタネーション実証のロードマップ 12

 2050年に向けて国内での実証試験に加え、海外サプライチェーン調査や革新技術の調査を
含め、業界目標に向けた検討を進めます。

 まずは、e-メタン導入に向けた準備として、ひびきLNG基地内での実証を検討します。

ひびきLNG基地を活用したメタネーション実証
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ひびきLNG基地周辺の状況 13

：再エネ発電所

※1・・・出資者：電源開発様、九電みらいエナジー様、九電工様、北拓様、西部ガス
※2・・・出資者：九州電力様、西部ガス

：周辺のCO2排出源

ひびきウインドエナジー※1

２２０ＭＷ（9,600kW × 25基）

エネ・シード北九州

太陽光発電所 4MW
風力発電所 4MW

（2000kw×2基）

エネ・シード
ひびき太陽光発電所
22MW

ひびきＬＮＧ基地

エネ・シード
響南太陽光発電所
2ＭＷ

－ ひびきLNG基地周辺環境 －

ひびき発電合同会社※2

ひびき火力発電所

 ひびきLNG基地周辺には多くの再エネ発電所やCO2排出源が点在しており、複数の場所から
排出されたCO2を利用しやすい点など、実証に適した立地条件です。
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実証イメージ 14

■実証イメージ

 実証ではメタネーションに必要な原料（水素、CO2）をひびき基地周辺の施設から回収し
e-メタンを製造します。製造したe-メタンは、実際の都市ガス導管に注入する予定です。
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九州大学様との組織対応型連携 15

 ２０２１年７月より九州大学様と西部ガスにて「カーボンニュートラル化社会実現を支え
る技術の開発」に関する組織対応型連携契約を締結し、共同研究やオープンイノベーショ
ンの推進に取り組んでおります。

組織対応型連携
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CO2分離回収・利用に関する取り組み 16

 ２０２２年３月には九州大学様（星野友教授）、株式会社JCCL様と都市ガス燃焼後排ガス
中のCO2利用に関する共同研究契約を締結しました。（2022年4月プレスリリース）

 ガスボイラー、ガスコジェネ、ガスヒートポンプエアコン（ＧＨＰ）などのガス機器から
CO2を回収し、変換・利用できるようにするため、検証・評価を実施予定です。

■ＣＯ２回収／利用イメージ

ＣＯ２

回収 利用

■具体的な取り組み事項

１）最適なＣＯ２回収・利用場所の選定

２）都市ガス機器から排出されるガスの状況確認（量、温度、濃度等）

３）開発中のＣＯ２分離回収装置の有効性の検証

（ガス機器） （CO2回収装置）

（メタネーション）

（植物工場）
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CO2分離回収・利用に関する取り組み 17

 1stステップとして、ガスヒートポンプエアコン（ＧＨＰ）などのガス機器から排出され
るCO2を回収し、そのCO2を植物工場の光合成で利用する実証試験を、当社グループのエ
スジーグリーンハウス㈱にて実施する予定です。

 また、将来的にはメタネーション等での活用を想定したCO2回収技術（CO2濃縮技術）の
開発を推進していきます。

メタネーション等での活用を想定したCO2濃縮

（1stステップ）

（2ndステップ）

CO2濃縮

等

エスジーグリーンハウスで実証予定
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電源の脱炭素化に向けた取り組み（ひびき発電所） 18

 九州電力様との共同で天然ガスを燃料とする「ひびき発電所」の開発に着手しています。

 九州における再エネ電源の拡大を図るうえでの、調整力電源として役割を果たすととも
に、水素混焼など発電所自体の脱炭素化に向けた協議を行います。
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電源の脱炭素化に向けた取り組み（再エネ電源の開発） 19

西部ガスグループであるエネ・シード㈱は、これまで北部九州を中心に５１.１MWの再エネ
電源を運用しています。引き続き、積極的な事業展開を図り２０３０年には２００MWの再エ
ネ電源の運用を目指します。

■発電所一覧
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事業活動におけるCNの取り組み 20

 自社グループ施設のゼロカーボン化に向けて、ドレスフリーによる省エネの推進や、ペー
パーレス化やデジタル化の推進、社用車の削減および低炭素車両の導入に向けた取組みを
実施しています。
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水素社会の実現に向けた取り組み 21

 水素関連事業への参画・支援、関連事業者からの情報収集等により、水素事業に対する知
見を深めつつ、国や行政の方針や市場動向に応じて水素事業への参画を検討します。
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